
第 23 回品川区世論調査について 

１ 目 的 

世論調査は、区政に対する区民の意識や意向を把握し、今後の施策の資料とす

るため、昭和 49 年から 2 年に一度実施している。 

２ 調査の概要 

 (1) 調査項目  経年変化を見る「定住性」「重点施策」などの項目に加え、「長期

基本計画」、「ごみ減量・リサイクル」、「オリンピック・パラリン

ピック」、「防災」など 13 分野 41 問 

(2) 調査対象  区内在住の 20 歳以上の男女  1,500 人 

（20 歳以上 335,116 人。平成 30 年 6 月 1 日現在） 

(3) 抽出方法  層化２段無作為抽出法 

※品川、大崎、大井、荏原、八潮の 5地域を基本に８地域に層化し、 

地域の人口比に応じて地点数を比例配分する。 

(4) 調査方法  調査員による個別面接法 

          対象者に調査予告のハガキを送付、専門調査員が訪問 

(5) 有効回答数  1,068 人 

  男性 540 人（50.6％）・女性 528 人（49.4％） 

(6) 回収不能数  432 人 

転居（20）・不在（313）・拒否（95）・住所不明(2)・その他（2） 

(7) 回 収 率   71.2％ 

(8) 調査期間   平成 30 年 6 月 22 日～7 月 20 日  

(9) 調査機関   株式会社タイム・エージェント 

３ 所要経費    ４，０８２，４００円 

４ 報告書の発行 

(1) 「第 23 回品川区世論調査報告書」     500 部 

(2) 概要版「第 23 回品川区世論調査あらまし」  4,000 部 

   概要版「第 23 回品川区世論調査あらまし」（英語版） 100 部 

５ 周知 

広報しながわ３/1 号、区ホームページ掲載、区政資料コーナー・地域センター

等で概要版を配布

総 務 委 員 会 資 料

平成 31 年 2 月 26 日

企 画部 広報 広聴 課
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品 川 区 世 論 調 査 

あ ら ま し 

この小冊子は、2018（平成30）年に実施した「第23回世論調査」の要約版です。今回は、

経年変化をみる定住性や重点施策などの項目に加え、長期基本計画、読書と図書館利用について

もたずねました。調査の結果は、今後の区政運営にあたり貴重な資料として活用してまいりたい

と考えております。 

ご協力いただきました区民の皆様には、心より御礼を申し上げるとともに、調査結果の概要

をお知らせいたします。 

調査の内容 

１ 定住性について 

２ 生活環境について 

３ 重点施策について 

４ 品川区長期基本計画について 

５ 区議会について 

６ 地域活動への参加について 

７ 環境について 

８ ごみ減量・リサイクルについて 

９ オリンピック・パラリンピックについて 

10 防災について 

11 読書と図書館利用について 

12 広報と情報化について 

13 シティプロモーションについて 

調査概要 

■調査対象：品川区在住の満20歳以上男女個人

（平成30年６月１日現在） 

■抽出方法：層化２段無作為抽出法

■対象者数：１,５００人

■調査方法：調査員による個別面接聴取法

■回 収 数：１,０６８人

■回 収 率：７１.２％

■調査期間：平成30年６月22日～７月20日

■調査機関：株式会社タイム・エージェント

この要約版は、世論調査の結果を抜粋し、わかりやすくまとめたものです。詳しい調査結果は、第23回世論調

査として区公式ホームページと、区政資料コーナー（第三庁舎３階）または、図書館で閲覧することができます。 

第２３回 
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３ 重点施策について 
 

■ 今後特に力を入れてほしい施策 

「防災対策」、「安全な市街地整備（木造住宅密集地域の改善・空き家対策など）」、

「子育て支援」が上位３項目 

区の施策の中で、今後特に力を入れてほしい施策は、「防災対策」が29.6％と最も高く、次いで「安全な

市街地整備（木造住宅密集地域の改善・空き家対策など）」（28.1％）、「子育て支援」（25.0％）、「高齢者福

祉」「生活安全（防犯対策・歩行喫煙禁止など）」（同率23.5％）の順になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（※）は2018（平成30）年調査より追加した項目 

表中の（）内の数字は2016（平成28）年調査の値（n=1,070） 

防災対策

安全な市街地整備（木造住宅密集地域の改善・空き家対策など）

子育て支援

高齢者福祉

生活安全（防犯対策・歩行喫煙禁止など）

保健・医療・健康

交通安全対策

環境問題（公害・清掃・リサイクルなど）

公園整備・緑化推進

学校教育

再開発による地域整備

都市基盤（道路・下水道など）の整備

生涯学習・スポーツ

低所得者福祉

都市景観

住宅対策

消費者問題

障害者（児）福祉

商業・中小企業対策

児童健全育成

就業支援

ひとり親家庭福祉

文化振興

平和・国際化

観光

社会参加（地域貢献活動）の促進

地域情報化（ＩＣＴ）

人権尊重・男女共同参画

オリンピック・パラリンピック（※）

その他（※）

特にない

わからない

無回答

29.6(30.8)

28.1(27.9)

25.0(21.7)

23.5(26.5)

23.5(24.5)

18.1(16.4)

9.5(9.9)

9.4(10.3)

9.2(10.4)

8.5(7.1)

8.0(7.8)

7.5(8.9)

6.3(5.4)

5.8(6.0)

5.6(5.0)

5.2(5.3)

5.0(2.5)

4.7(4.1)

4.3(5.0)

3.8(3.8)

3.3(3.6)

2.4(3.1)

2.2(1.7)

2.0(1.5)

1.7(1.4)

1.5(2.1)

1.5(0.9)

1.2(0.9)

0.5( - )

0.3( - )

3.5(4.0)

1.6(2.1)

1.7(1.0)

0％ 10％ 20％ 30％ 40％

(n=1,068)
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４ 長期基本計画について 
 

■ 新計画の策定にあたり、重視すべきだと思う取り組み 

【各分野のトップ項目】 

『生涯学習・スポーツ活動、文化振興や人権尊重』 ········· 「生涯スポーツ施設の整備」（36.0％） 

『品川区の産業』 ············································ 「技術・技能の継承支援」（30.7％） 

『乳幼児から青少年までの子どもの成長支援』 ············ 「多様な保育サービスの展開」（51.5％） 

『健康・医療分野』 ··········································· 「救急医療体制の充実」（47.4％） 

『高齢者や障害者を支える福祉分野』 ······················ 「高齢者の就労の場の確保」（54.3％） 

『水・みどり・環境および景観』······························ 「清潔なまちづくり」（52.7％） 

『まちづくり』 ··············································· 「歩きやすい道路環境づくり」（35.1％） 

『安心・安全を見守る地域社会やコミュニティ』 ············ 「地域でのサポートの充実」（35.6％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(n=1,068)

分野

生涯スポーツ施設

の整備
生涯学習施設の整備 情報の収集や提供

36.0％ 27.2％ 21.8％

技術・技能の継承支援
中小企業に対する労働

力（人材）の確保支援

技術力向上、新製品・新

技術開発の支援

30.7％ 26.5％ 24.4％

多様な保育サービス

の展開
待機児童対策の推進

小児医療・救急医療

体制の整備

51.5％ 43.1％ 27.6％

救急医療体制の充実 健診の充実 こころのケアの充実

47.4％ 31.7％ 24.4％

高齢者の就労の

場の確保

生きがいづくり活動

の充実

入所・入居介護

福祉施設等の整備

54.3％ 35.1％ 34.9％

清潔なまちづくり
水辺・みどり空間

の整備

省エネルギーへの

取り組みの推進

52.7％ 50.5％ 30.4％

歩きやすい道路環境

づくり

木造住宅密集地域

の解消
交通利便性の向上

35.1％ 31.0％ 28.8％

地域でのサポート

の充実
防犯活動への支援

要配慮者支援体制

の充実

35.6％ 31.6％ 26.5％

まちづくり

安心・安全を見守る

地域社会やコミュニティ

重視すべきだと思う取り組み（上位３項目）

生涯学習・スポーツ活動、

文化振興や人権尊重

品川区の産業

乳幼児から青少年までの

子どもの成長支援

健康・医療分野

高齢者や障害者を支える

福祉分野

水・みどり・環境および景観
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８ ごみ減量・リサイクルについて 
 

■ 目にしたことのあるごみ・リサイクルに関する情報媒体 

「ごみ・資源の分け方・出し方」冊子（黄色い冊子）が８割台半ば 

過去２年間で、区が行っているごみ・リサイクルに関する情報について目にしたことがあるものをたずね

たところ、「『ごみ・資源の分け方・出し方』冊子（黄色い冊子）」が84.0％で最も高く、次いで、「ごみ・リサイク

ルカレンダー（地域センターなど区の施設で配布）」（60.6％）、「町会の掲示板・回覧板」（22.3％）という順

になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「ごみ・資源の分け方・出し方」冊子

（黄色い冊子）

ごみ・リサイクルカレンダー

（地域センターなど区の施設で配布）

町会の掲示板・回覧板

区のお知らせ 広報しながわ

ふれあい掲示板（ポスター）でのお知らせ

エコフェスティバルなど区のイベントでの

お知らせ

品川清掃工場の見学やごみ・資源追っかけ隊

での配付資料

子ども向けの環境学習でのお知らせ

（小学校、保育園からの依頼により実施）

品川区ホームページでのお知らせ

ケーブルテレビでのお知らせ

産業ニュースでのお知らせ

その他

無回答

84.0

60.6

22.3

13.2

9.2

4.6

2.1

2.0

2.0

1.3

0.3

0.0

1.0

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

(n=1,068)



 － 10 － 

９ オリンピック・パラリンピックについて 
 

■ 大会開催までに必要なこと、大会後に必要だと思うこと 

子どもたちの経験や能力向上といった項目が上位に 

大会開催までに必要なこと、大会後を見据えて必要だと思うことをたずねたところ、「子どもたちがオリン

ピック・パラリンピックを間近で経験する機会」が63.6％と最も高く、次いで「子どもたちの英語などの語学

力やスポーツ能力の向上」（53.2％）、「区内のまち（道路・施設など）の整備」（39.0％）という順になってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 競技会場を観客で満員にするのに効果的だと思う方法 

「競技会場周辺でのＰＲイベントの開催」が９割 

競技会場を観客で満員にするのに効果的だと思う方法をたずねたところ、「競技会場周辺でのＰＲイベン

トの開催」が88.2％と最も高く、次いで「各競技の選手応援イベントの開催」（33.5％）、「競技観戦と合わせ

た区内観光ツアーの実施」（20.4％）という順になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもたちがオリンピック・パラリンピックを

間近で経験する機会

子どもたちの英語などの語学力やスポーツ能力

の向上

区内のまち（道路・施設など）の整備

外国人観光客の区内誘致と受入れ態勢の整備

ボランティアの育成および確保

オリンピック・パラリンピックに向けた機運

醸成の取り組み

産業の活性化に向けた取り組み

その他

無回答

63.6

53.2

39.0

20.8

11.5

4.4

3.8

1.1

1.1

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

(n=1,068)

競技会場周辺でのＰＲイベントの開催

各競技の選手応援イベントの開催

競技観戦と合わせた区内観光ツアーの実施

競技会場で両方の競技を観戦した人に記念

グッズを配布

その他

無回答

88.2

33.5

20.4

7.2

1.7

1.2

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

(n=1,068)
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10 防災について 
 

■ 今後充実すべき防災対策 

〈自助・共助〉は「防災用品の備蓄」、〈公助〉は「防災普及教育」 

今後充実すべき防災対策についてたずねたところ、＜自助・共助＞では「防災用品の備蓄（非常用携帯トイ

レ、水など）」が93.3％と最も高く、次いで「家具の転倒・落下防止対策」（29.0％）という順になっています。

＜公助＞では「防災訓練やしながわ防災体験館などによる防災普及教育」が80.7％と最も高く、次いで「さ

まざまな情報発信」（14.8％）という順になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 防災に関して既に行っていること 

「指定されている避難所（学校など）を確認している」が８割台半ば 

防災に関して既に行っていることをたずねたところ、「指定されている避難所（学校など）を確認している」

が84.5％と最も高く、次いで「防災用品を備蓄している」（82.0％）、「広域避難場所を確認している」

（75.2％）という順になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

防災用品の備蓄（非常用携帯トイレ、水など）

家具の転倒・落下防止対策

家庭での初期消火対策（消火器など）

家庭での出火防止対策（感震ブレーカーなど）

家屋などの耐震診断・耐震補強工事

地域における防災訓練

その他

特に必要はない

無回答

自

助

・

共

助

93.3

29.0

12.8

10.1

8.0

6.0

0.3

1.6

0.2

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

防災訓練やしながわ防災体験館などによる防災普及教育

さまざまな情報発信

火災延焼防止のための木造住宅密集地域対策

その他

特に必要はない

無回答

公

助

80.7

14.8

11.5

0.4

3.3

0.6 (n=1,068)

指定されている避難所（学校など）を確認している

防災用品を備蓄している

広域避難場所を確認している

災害時、家族の集合場所・連絡方法を決めている

勤め先や学校の防災訓練に参加したことがある

応急救命講習を受けたことがある

消火器による消火訓練をしたことがある

地域の防災訓練・避難所訓練に参加したことがある

耐震化構造の住宅に住んでいる・耐震化工事を行った

耐震診断を行った

特にしていない

無回答

84.5

82.0

75.2

37.6

9.7

8.5

7.4

4.3

3.8

0.9

3.0

0.2

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

(n=1,068)
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